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ベトナム人材市場から独自のニュースを毎月お届け！！ 
 

HR-Link 

 

世界技術革新力ランキング：ベトナム順位上昇 
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 2019 年の世界技術革新力ランキングでベトナムは 129 か国中 42 位だっ

た。去年よりも順位を 3 位上げており、低中所得国の対象に絞っては 1 位と

なっている。Asean の中で見るとシンガポール、マレーシアに次ぐ 3 位と

なっている。因みに日本は全体の 15 位だった。 

同ランキングでは世界知的所有権機関が毎年発表しているもので、公共機

関、人的資本と研究、インフラ、市場要因、ビジネス環境、知識・技術のアウ

トプット、創造的アウトプットの 7 項目をもとに評価する。この中で 1 位に評

価されたのはスイスだった。 

                     [Tuoi Tre 24/7/2019] 

1月～6月までのストライキ発生：外資が 8割越え 

労働傷病兵社会省によると 2019 年度 1 月から 6 月までのストライキ発生

件数は 67 件で前年度より 1 件減少した。このうち外資系企業が全体の

82.1％となっており、韓国と台湾の企業が 16 件で最多だった。この他、

中国が 10 件、日本が 4 件と続いている。ストライキの発生した省はロン

アン省、ドンナイ省、ビンズオン省、ホーチミン市と南部の重点経済地域

に集中しており、業界では繊維・縫製、革靴・靴、プラスチック、木材な

どの産業が多い。                                        [Thanhnien 1/8/2019] 
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報告されている。 

また南部の沿岸地域カマウ省ではタイラン

ド湾に面する堤防が約 300ｍに渡って浸

食され倒壊の危険性が起きている。海水

が堤防を越えて村に流れてきているため

24 時間体制で警戒を強めている状況

だ。 

またリゾート島として人気のフーコック島もい

たるところで冠水が発生し、場所によっては

成人の胸部ぐらいまで水位が上昇し、家

屋への浸水、家財道具の破損などが発生

している。             [Thanhnien 5/8] 

今月初めに発生した台風 3 号が北部と北

中部を直撃し、死者 5 名、行方不明 14

名を出す被害となった。 

中でも北中部タインホア省では最も被害が

大きく、東北部地方のバクカン省、フート省

でも多数の被害が挙がっている。死者、行

方不明は主に台風の洪水によることが原因

で人的被害の他、建物の損壊など復旧には

しばらく時間がかかる見通しだ。 

土砂崩れや冠水などの被害により地方に伸

びる国道が部分的に寸断されたほか、民家

75 軒の屋根が吹き飛ばされるなどの被害が

ホーチミン市韓国人街：日

本製品不買運動実施へ 

日本が韓国を貿易優遇国から除外したこ

とを受けて、韓国国内では抗議の意味を

込めて日本製品の不買運動が実施されて

いるが、本国にならいホーチミン市の韓国

人街でも日本製品の不買運動が実施さ

れるようになった。 

ホーチミン市韓国人会によると日本製品の

不買決議大会を開催し「ボイコットジャパ

ン」キャンペーンを実施することを決定した。

またこの大会後、ホーチミン市最大の日本

人街であるレタントン通りでは「日本製品を

買いません」と書かれたプラカードを持って

通行する韓国人もいた。 

ベトナムに居住している韓国人は現在 25

万人と言われており、不買運動により影響

を受ける日本企業の可能性もある。一方

韓国人の中でもそういった運動に積極的に

参加せず、個人で状況を見ている住民が

いる。この状況を在住の日本人は理解し

つつ対応していくことが求められるだろう。 

 

 

 

今年の 4 月から実施された「特定技能」枠での外国人受け入れについて、各業界から注目が集

まっています。技能実習生とは別物という定義ですが、現状の実習生制度と特定技能が認めら

れる職種を見ると、将来的に実習生から特定技能枠へ移行していくのは想像に難くありません。

今回はその部分について状況を記事にします。 

 

・実際に日本へ行くベトナム人はどう感じているか 

現在、または過去に実習生として日本へ行った人はこの特定技能についてぼんやりと知っている

程度の人がほとんどです。やはり最大の関心事はどの程度稼げるか、また違法な搾取に遭わない

かといったところになります。 

 

・現在実習生を送り出しているベトナムの機関はどう感じているか 

特定技能の立場でもビザを取るためには日本で就業するための技術と基本的な日本語を来日

前に学ぶ必要があります。そういう意味では現在実習生を送り出している機関はその教育制度を

そのまま利用できるので、特定技能枠の人材を手がけるのは容易に思えます。労働者が送り出し

機関に支払う額を下げて、紹介先の日本企業から紹介料を取るという形で利益を確保する考え

もあるようです。 

 

・新しいビジネスチャンスに動き出す日本企業 

今後日本で大量の外国人が雇用されると見込み、その紹介元として新しくビジネスを始めようと

するところも多いです。ただしまだベトナムで活動をしたことがない人の場合、どうやってその人材を

集めるかなどのノウハウがありませんので、現地でのパートナーを探したり、その手段を模索している

ようなところが多い印象を受けます。 

 

制度は開始されていますが中々簡単には実行に移せていないという段階でしょうか。単に人を紹

介することは簡単ですが、紹介した後に何か問題が生じた場合どのように責任をとるのかということ

もあります。特に人権上の問題で転職や日常生活まで過度な管理はできないという事情もありま

すので、その部分をしっかり突き詰めていかないと両国にとって満足といく結果にはならないでしょ

う。 

 

 

台風 3号が北部と北中部を直撃  

時事 
「特定技能」制度により動き出す人たち 
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・ポイ捨てに対する意識 

ゴミを拾う人がいるということはゴミを捨てる人がいるということになります。残念ながら現在のベ

トナムではまだまだポイ捨てをする人は多いです。これについては日本も昔はそうだったので長

期的な啓発、子どもの教育をしていけば改善はされるかと思います。テレビでもよくゴミ捨てに

関する注意、ボランティアでゴミ拾いをしている人のインタビューなどが紹介されています。 

 

・自然物のゴミから化学物質のゴミへ 

昔はゴミでも自然物のゴミが多かったです。なので良くはありませんがポイ捨てをしても時間が

経てばやがて自然に帰って無くなるという状況がありました。ベトナムでは現在でもバナナの葉

を包みに使ったりなど自然物の利用が多いですが、数十年前はもっとそういう自然物が多かっ

たと聞きます。そしてそういったものを当時は気軽に道端に捨てていたようです。これがビニール

製のものなどに代わり自然分解されないようになった現在、一度捨てたものは誰かが拾うまで

残り続けます。昔の感覚のままでゴミを捨ててしまうと、どんどんゴミが蓄積されていく時代になっ

てしまいました。 

 
 

 

 

ハノイの観光地ホアンキエム湖に行くとボランティアでゴミ拾いをしている人がいます。個人でし

ている人もいれば団体で活動している人もいますが、外国人もチラホラ見かけます。今回はベ

トナムにおけるゴミ事情について記事にします。 

街角便り 

 

ゴミを捨てる人、拾う人 

人身売買：被害の 9 割が中

国へ 

 

ベトナム女性連合会は公安省と東北部地方

ランソン省人民委員会と協力して人身売買

防止へ向けたシンポジウムを開催した。シンポ

ジウムではベトナム女性連合会や公安省、ま

た 22 省の代表者や心身売買に取り組む国

際組織の代表者らが出席した。 

 

このシンポジウムでは人身売買の現状に関す

る情報交換の他、被害者の救済措置やその

後の精神的苦痛のケアなどについて議論が交

わされ、代表者らが市内のパレードを行い情

報の周知を行った。 

 

公安省の発表によると 2019 年 6 月末まで

の 3 年半で約 1000 件の人身売買事件の

摘発が行われており、1500 人近くの容疑者

が関与していたことが明らかになった。 

 

人身売買の被害者の数はおよそ 2600 人

以上とされており、このうちの 9 割が中国に売

り飛ばされたとしている。被害者の多い地域

はラオカイ省やハザン省といった中国に隣接す

る山間部が多くなっている。 

 

今年、長年人身売買の被害により中国で生

活を余儀なくされていた女性が 20 数年ぶり

にベトナムへの帰国を果たし、ベトナム国内で

大きなニュースとなっていた。 
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今月の一品 

 

本ニュースレターに関するご要望、ご意見、その他弊社人材に関するお問い合わせ

は左記の連絡先または info@hr-link.jp までお願いいたします。 

HR-Link.Vietnam 

15Fl., TTC Bldg., 19 Duy Tan 

St., Dich Vong Hau Ward, Cau 

Day Dist., Hanoi (ハノイ本社) 

 

553 Xo Viet Nghe Tinh, Binh 

Thanh District, Hochiminh City  

（ホーチミンオフィス） 

 

東京都中央区日本橋箱崎町

32-3 11F 日本 HR リンク株式

会社  （日本拠点） 
 

Tel: (84-24) 3795-7037（ハノイ） 

Fax:(84-24) 3795-7038（ハノイ） 
Web: http://hr-link.com 

HR-Link.Vietnam は、人材紹介事

業を通じて企業の事業拡大と個人

の自己実現をサポートし、豊かな

社会づくりに貢献します。 

 

  

    

お問い合わせ 

・捨てることについての意識改革 

家庭ゴミについても取り扱いに関する意識改革が進んでいます。日本では当たり前にな

りましたが分別も都会を中心に取り組みが始まっています。またこれまではゴミとしてその

まま捨てていたものをリサイクルに回したりするよう促す動きも見られます。現在は都心部

のごみ処理について処理できる許容量が超えていますので、住民一人一人の意識が非

常に重要になるとニュースで報道していました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・都市から地方へ 

文明的な都市作りとしてゴミに関する啓発を進めてきましたが、最近ではそれが地方に

伸びて「新しい農村」というフレーズが生まれています。これはこれまでの農村のイメージを

変える「キレイで過ごしやすい田舎」ということを意味し、ゴミの処理に関することも含まれ

ています。将来ベトナム全土でこういった運動が広がっていくとされており、近い将来ゴミの

落ちていない光景が期待されます。 

 

今の状態をすぐに変えることは難しいですが、時間をかけてじっくりやれば確実に成果は

見えてくると思います。将来的に皆にとってキレイで住みやすい環境になることを期待した

いですね。 

 

 

 

茹で野菜  

(rau luộc) 

今月は茹で野菜です。何がベトナム料理なの

かとツッコミが入りそうなものですが、ベトナムの

家庭料理では最も身近で基本的な一品に

なります。 

外国人が入るレストランでみることはあまりあり

ませんが、少しローカルの店に行くと必ずと言っ

てある一品です。調理法はそのままにただゆ

でるだけ。塩を入れるケースもありますが、ゆで

た野菜にベトナムの調味料をつけて食べると

いうスタイルです。また野菜のゆで汁も白ご飯

と一緒に食べられますが、みそ汁感覚でこれ

を食べると正直おいしくはありません。 

 


